
排出量取引制度を
阻止すべき理由
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関連記事 https://cigs.canon/article/20250514_8882.html

https://cigs.canon/article/20250509_8875.html

https://cigs.canon/article/20250408_8772.html

https://agora-web.jp/archives/250509060457.html



GX推進法
改正

今国会で
制度整備

進む
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https://journal.meti.go.jp/p/36485/

排出量取引制
度の本質は
排出総量

（≒生産量）
の規制

ステルス増税
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負担を抑えるとし
ているが、これは

氷山の一角！

総量規制のコスト
こそ莫大！

（そもそも負担減
少なら光熱費を下

げるべき！）

https://www8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/kisei/conference/energy/20231225/231225energy04.pdf

6500億円

2兆7400億円
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第７次エネルギー基本計画



https://www.enecho.meti.go.jp/about/whitepaper/2021/html/1-2-3.html

電力・石
油精製等
4.3億ｔ

排出総量の規制
≒日本の経済活動の規制
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（RITE 2022）
https://www.rite.or.jp/system/events/6_homma.pdf

万事順調でも
年間30兆円
の損失
@2030

グリーン成長など有り得ない



排出量取引制度の
本当のコスト

30兆円@2030

6500億円

2兆7400億円

？ どこまで上がる



EUに対抗するため？

「EUのCBAMは“第三国炭素価格”を差し引く仕
組みであり、わが国がETS（排出量取引制度）で
明示的な価格を付けることが、控除を受ける前
提となる。したがってGX法改正案でETSを制度
化することは、輸出企業の負担軽減に直結する」
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炭素国境調整メカニズム（CBAM）の概要
CBAMの対象セクター：セメント、鉄鋼、アルミニウム、肥料、電力、水素

● EU域内生産：
- EU-ETSにより90€/t-CO₂の炭素コストを負担

● 非EU域生産（輸入品）の調整：
- 原産国での炭素価格が低い場合、

EU輸入者が差額分をCBAM証書で支払う
- 例：原産国10€/t-CO₂ ＋ CBAM差額80€/t-CO₂

→ CBAMは“炭素リーケージ”を防ぎ、
EU域内外で公平な炭素コストを実現する仕組み

EUの公式説明
Carbongap “The Carbon Border Adjustment Mechanism in a nutshell” infographic



EU CBAMは高税率の炭素関税
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CBAMへの激しい反発

•BRICS首脳会議 カザン共同声明 2024年10月
「一方的で差別的なCBAMを拒否する」

•インド ゴヤル商業産業相 「輸出品に対する課
税は、2026年初めから20％ないし35％上がるこ
とになる。必要なら報復する」
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EU CBAMは世界を敵に回す（日本ではない）
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(2023年） (2023年）



EU CBAMは世界が潰して頓挫する
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(2023年）

(2023年）

(2023年）

(2023年）



鉄もアルミも日本からEUへの輸出は少ない
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(2023年）

(2023年）



無謀な数値目標の下での排出量取
引制度導入は日本経済を破綻させる。

CBAMを理由に経済自滅をするのは
本末顛倒

排出量取引制度導入は阻止すべき
16
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